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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポートしています。

◎女性会便り
◎青年部便り、必勝祈願・三国同盟
◎城下町・高田花ロード開催
◎なおえつ鉄道まつり2017開催
◎謙信SAKEまつり開催
◎うまし逸品商談会、創業者くらぶ

明治時代に建築された町家「旧小妻屋」を再生・活用した施設です。 高田の町家の特徴であ
る吹抜けや土蔵を見学できます。入館や内部見学は無料ですので、城下町高田のまちなか散
策の休憩・案内所としてご利用ください（催事によって、一部見学できない場合がありますので
ご了承ください）。　※上越観光コンベンション協会HPより抜粋

《高田小町》まちかどスケッチ

雁木は、おもに冬季の通路を確保するために家屋の一部やひさしなどを延長したもので、豪雪
地の生活の知恵といえます。市内に現存する雁木の総延長は16kmに及び、日本一となって
います。映画「ふみ子の海」のロケ地としても使われました。
※上越観光コンベンション協会HPより抜粋

《雁木通り》まちかどスケッチ
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魅
力
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
街
づ
く
り
を

創
造
す
る
た
め

活
動
し
て
い
ま
す
♪

　
１１
月
４
日（
土
）、青
年
部（
会
長
：
水
嶋
光
彦・㈱
水
嶋
電
気
工
事
）は
第
３
回
目
を
迎
え
る「
越

後
謙
信
き
き
酒
マ
ラ
ソ
ン
」を
開
催
し
た
。今
年
は
前
日
の
３
日（
金
祝
）に
前
夜
祭
も
初
め
て
行
わ

れ
、３７
名
が
春
日
山
城
本
丸
で
角
打
ち
や
演
奏
を
秋
晴
れ
の
中
お
楽
し
み
頂
き
ま
し
た
。ま
た
マ
ラ
ソ

ン
当
日
は
、県
外
か
ら
１
８
０
名
、県
内
か
ら
１
６
６
名
が
参
加
し
、吹
き
荒
れ
る
雨
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
仮
装
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
元
気
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。き
き
酒
マ
ラ
ソ

ン
と
言
っ
て
も
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
走
る
の
で
は
な
く
、２１
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
ゴ
ー
ル
し
た
後
に
き
き
酒

す
る
も
の
で
、こ
れ
を
目
当
て
に
参
加
さ
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
ラ
ン
ナ
ー
も
大
勢
い
ま
す
。ま
た
、計
測
を

行
わ
な
い
フ
ァ
ン
ラ
ン
で
あ
り
、如
何
に
早
く
ゴ
ー
ル
さ
せ
な
い
か
を
考
え
、各
エ
イ
ド（
給
水
所
）で
の

お
も
て
な
し
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
ず
ス
タ
ー
ト
し
て
数
百ｍ
の
近
距
離
に
私
設
エ
イ
ド

「
き
の
こ
汁
」、春
日
神
社
で
は「
風
間
宮
司
さ
ん
」か
ら
お
出
迎
え
し
て
頂
き
、林
泉
寺
で
は
妙
高
高

原
ビ
ー
ル
さ
ん
の「
仕
込
み
水
＆
モ
ル
ト
」、南
三
の
丸
で
は
杉
田
味
噌
さ
ん
の「
大
根
の
味
噌
漬
け
」、

正
善
寺
ダ
ム
で
は
野
点
で「
お
抹
茶
＆
和
菓
子
」、正
善
寺
工
房
で
は
そ
ば
名
人
に
よ
る「
新
蕎
麦
」、

N
I
K
U
T
A
N
A
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
は「
肉
串
」が
振
る
舞
わ
れ
、ラ
ン
ナ
ー
か
ら
大
絶
賛

を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
ゴ
ー
ル
後
は
、ス
キ
ー
汁
＆
お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
か
ら
、一番
の
お
楽
し
み「
上

越
地
域
の
１５
種
類
の
き
き
酒
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
風
雨
の
中
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、参
加
者
の
熱
気
が
と
て
も
す
ご
く
、大
勢
の
皆
様
か
ら

「
良
か
っ
た

よ
！
」と
い

う
お
言
葉

を
頂
戴
し

ま
し
た
。

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画

○『
城
下
町
高
田
花
ロ
ー
ド
』に
参
加

　
１０
月
７
日（
土
）〜
９
日（
月
）に
、本

町
商
店
街
に
お
い
て『
第
19
回
城
下
町

高
田
花
ロ
ー
ド
』が
開
催
さ
れ
、女
性
会

は
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
支
援
の一環
と
し

て
参
加・協
力
し
、「
上
越
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞
」を
授
与
し
ま
し
た
。

　
７
日
に
開
催
さ
れ
た
作
品
審
査
会
に

は
、審
査
員（
大
島
会
長
・
植
木
理
事
）

を
派
遣
し
、会
長
賞
に「
の
ば
ら
の
会
」

様
の
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

○『
越
後
謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

ま
つ
り
』に
参
加（
ベ
ビ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
）

　
１０
月
２１
日（
土
）〜
２２
日

（
日
）に
、『
越
後
謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
ま
つ
り
２
０
１
７
』会
場
内

に
お
い
て「
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
授
乳
・お
む
つ
交
換
テ
ン

ト
）」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
安

心・快
適
に
イ
ベ
ン
ト
に
来
場

し
て
も
ら
お
う
と
例
年
設
置

し
て
い
る
も
の
で
、２
日
間
で

５０
組（
授
乳
７
組・お
む
つ
交

換
４３
組
）の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

地
元
企
業
と
の
勉
強
会

地
元
企
業
と
の
勉
強
会

○『
中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発
電
所
／
夜
の
見
学
ツ
ア
ー
』を
開
催

　
９
月
２４
日（
日
）に
、『
中
部
電
力
㈱

上
越
火
力
発
電
所
／
夜
の
見
学
ツ

ア
ー
』を
開
催
し
、会
員
１８
名
が
参
加

し
ま
し
た
。中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発

電
所
へ
は
ほ
ぼ
毎
年
視
察
し
、い
ろ
い
ろ

な
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、今
回
は
趣
向
を
変
え
て

「
夜
の
発
電
所
」を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
が
入
港
し
て
お

り
、よ
り
一
層
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

美
し
い
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
後
に
は
松
風
園・藤
作
に
て
懇

親
会
を
開
催
し
、笠
井
所
長
を
は
じ
め

中
部
電
力
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
一
時
で
し
た
。

○『
東
北
電
力
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
』を
開
催

　
１１
月
８
日（
水
）に
、『
東
北
電
力
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
』を
開
催
し
、会
員

１５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
の
勉
強
会
で
は
、聖
籠
町
に
あ
り
ま
す「
東
新
潟
火

力
発
電
所
」を
訪
問
し
、高
効
率
な「
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
」の
設
備
を

中
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　
見
学
後
に
は
、東
北
電
力
㈱

上
越
営
業
所
様
の
ご
厚
意
に
よ

り「
ぽ
る
と
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
」で

の
昼
食
や「
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ャ
ト
ル
」に
も
乗
船
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
上
越
帰
着
後
は
、割
烹
髙
は

し
に
て
懇
親
会
も
開
催
し
、嶺

村
上
越
営
業
所
長
を
は
じ
め
東

北
電
力
の
方
々
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
内
容
の

濃
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女性会では会員を募集中です！！
◆上越商工会議所会員事業所の女性経営者並びに当会の趣旨に賛同する女性の方であれば、どなたでもご入会できます。
◆会費は年５,０００円。（入会金はありません）　◆事業年度は４月１日～翌年３月３１日。
◆お問合せ・お申込みはこちらまで／女性会事務局（担当：田中）TEL.025-525-1185　 FAX.025-522-0171

　青年部では会員を募集中です！！
■会員資格／上越商工会議所の会員事業所の経営者または後継者及び準ずる者、もしくは若手従業員
■年齢制限／年度初めにおいて満５０歳以下の者　※年度途中で年齢制限に達した場合、その年度は会員資格を有します。　■会　費／１万円（年間）
お問合せ／青年部 事務局（秋山・西川）　TEL 025-525-1185　FAX 025-522-0171　E-mail　info@joetsu-yeg.net

必勝祈願の旅「三国同盟」締結・調印式

平成29年度 「現代の名工」に認定‼
　日鉄住金工材株式会社に勤務する「上野康秀氏」が、厚生労働省
の「卓越した技能者」として表彰されました。
　この表彰制度は、国が広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、
技能者の地位及び技能水準の向上を図ることを目的に、卓越した技能
者として毎年表彰するものです。
　表彰に当たっては、当所が新潟県に推薦依頼を行い、県が県内から
推薦のあった技術者の中から、推薦に相応しい者を選定し、厚生労働
大臣表彰被表彰者として、国に推薦を行うものです。
国は推薦される技術者を、有識者等による審査会で審査、被表彰者を
決定します。
　上野氏は、「化学プラント等向けのチタン、純ニッケル等の特殊鋼を
使用した各種産業機器製品製作及び異種材質の接合技術に卓越し、

電解銅箔製造用電着ドラムの製造や不溶性電極用架台の開発に寄与
するなど、その技術や功績が高く評
価され、認定されました。
　表彰式は、去る11月6日（月）、リー
ガロイヤルホテル東京を会場に行わ
れ、全国から表彰者や関係者が集ま
り、栄誉ある賞のお祝いが行われま
した。
　上野康秀氏には、「卓越した技能
者」の受賞を心からお祝いを申し上
げますとともに、ますますのご活躍を
ご祈念申し上げます。

事業所名 所在地
和彩処　旬
小林建工
松本工業
ナルミ図建

上越市南本町 2-14-23
上越市大貫 4-32-27
上越市春日新田 1-6-14-201
上越市大字上源入 370-13

事業所名 所在地
ＴＯＭＩＮＡ合同会社
フーディ・コネクト㈱
アイレック新潟㈱

上越市春日山町 1-23-4
上越市本町 4-1-5
上越市大字黒井字大割2789-1

新会員紹介

　１０月６日、髙橋会頭は甲府会議所にて、上越・上田・甲府の３会議所
で必勝祈願の旅「三国同盟」を締結しました。必勝祈願の旅は、平成２
６年に国の補助事業（∞プロジェクト）で上越と上田の会議所が協力し
て着地型旅行商品の開発を目指したのが始まりで、平成２８年には両地
域のバス事業者が旅行商品化を行い、会議所は必勝祈願の旅の「ブ
ランド化」を推進してきました。今回の締結により、これまで上越（上杉
謙信）と上田（真田幸村）という点と点を結んだ「線」を、甲府（武田信
玄）という点で結び「面」で観光を推進していくことが出来ます。同盟の
大きなメリットとして、必勝祈願の旅ブランドを1/3のコストで３ｗａｙで
発信することが出来ること、お互いの地域の魅力を知ったうえでそれぞ
れ紹介しあえること、広域観光交流だけでなくビジネス交流も見据えた
連携が出来ることが挙げられます。
　今後は、上越と上田から甲府へ行くモニターツアーの実施や、ホーム
ページポータルサイトとイメージパンフレットを作成するなど、2019年の
甲府開府500年と2020年の東京五輪を目指し、上越・上田・甲府で広
域連携・観光連携を推進していきます。
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日（
土
）〜
９
日（
月
）に
、本

町
商
店
街
に
お
い
て『
第
19
回
城
下
町

高
田
花
ロ
ー
ド
』が
開
催
さ
れ
、女
性
会

は
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
支
援
の一環
と
し

て
参
加・協
力
し
、「
上
越
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞
」を
授
与
し
ま
し
た
。

　
７
日
に
開
催
さ
れ
た
作
品
審
査
会
に

は
、審
査
員（
大
島
会
長
・
植
木
理
事
）

を
派
遣
し
、会
長
賞
に「
の
ば
ら
の
会
」

様
の
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

○『
越
後
謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

ま
つ
り
』に
参
加（
ベ
ビ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
）

　
１０
月
２１
日（
土
）〜
２２
日

（
日
）に
、『
越
後
謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
ま
つ
り
２
０
１
７
』会
場
内

に
お
い
て「
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
授
乳
・お
む
つ
交
換
テ
ン

ト
）」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
安

心・快
適
に
イ
ベ
ン
ト
に
来
場

し
て
も
ら
お
う
と
例
年
設
置

し
て
い
る
も
の
で
、２
日
間
で

５０
組（
授
乳
７
組・お
む
つ
交

換
４３
組
）の
利
用
が
あ
り
ま

し
た
。

地
元
企
業
と
の
勉
強
会

地
元
企
業
と
の
勉
強
会

○『
中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発
電
所
／
夜
の
見
学
ツ
ア
ー
』を
開
催

　
９
月
２４
日（
日
）に
、『
中
部
電
力
㈱

上
越
火
力
発
電
所
／
夜
の
見
学
ツ

ア
ー
』を
開
催
し
、会
員
１８
名
が
参
加

し
ま
し
た
。中
部
電
力
㈱
上
越
火
力
発

電
所
へ
は
ほ
ぼ
毎
年
視
察
し
、い
ろ
い
ろ

な
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、今
回
は
趣
向
を
変
え
て

「
夜
の
発
電
所
」を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
が
入
港
し
て
お

り
、よ
り
一
層
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

美
し
い
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
後
に
は
松
風
園・藤
作
に
て
懇

親
会
を
開
催
し
、笠
井
所
長
を
は
じ
め

中
部
電
力
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な
一
時
で
し
た
。

○『
東
北
電
力
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
』を
開
催

　
１１
月
８
日（
水
）に
、『
東
北
電
力
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
』を
開
催
し
、会
員

１５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
の
勉
強
会
で
は
、聖
籠
町
に
あ
り
ま
す「
東
新
潟
火

力
発
電
所
」を
訪
問
し
、高
効
率
な「
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
」の
設
備
を

中
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　
見
学
後
に
は
、東
北
電
力
㈱

上
越
営
業
所
様
の
ご
厚
意
に
よ

り「
ぽ
る
と
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
」で

の
昼
食
や「
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ャ
ト
ル
」に
も
乗
船
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
上
越
帰
着
後
は
、割
烹
髙
は

し
に
て
懇
親
会
も
開
催
し
、嶺

村
上
越
営
業
所
長
を
は
じ
め
東

北
電
力
の
方
々
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
内
容
の

濃
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女性会では会員を募集中です！！
◆上越商工会議所会員事業所の女性経営者並びに当会の趣旨に賛同する女性の方であれば、どなたでもご入会できます。
◆会費は年５,０００円。（入会金はありません）　◆事業年度は４月１日～翌年３月３１日。
◆お問合せ・お申込みはこちらまで／女性会事務局（担当：田中）TEL.025-525-1185　 FAX.025-522-0171

　青年部では会員を募集中です！！
■会員資格／上越商工会議所の会員事業所の経営者または後継者及び準ずる者、もしくは若手従業員
■年齢制限／年度初めにおいて満５０歳以下の者　※年度途中で年齢制限に達した場合、その年度は会員資格を有します。　■会　費／１万円（年間）
お問合せ／青年部 事務局（秋山・西川）　TEL 025-525-1185　FAX 025-522-0171　E-mail　info@joetsu-yeg.net

必勝祈願の旅「三国同盟」締結・調印式

平成29年度 「現代の名工」に認定‼
　日鉄住金工材株式会社に勤務する「上野康秀氏」が、厚生労働省
の「卓越した技能者」として表彰されました。
　この表彰制度は、国が広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、
技能者の地位及び技能水準の向上を図ることを目的に、卓越した技能
者として毎年表彰するものです。
　表彰に当たっては、当所が新潟県に推薦依頼を行い、県が県内から
推薦のあった技術者の中から、推薦に相応しい者を選定し、厚生労働
大臣表彰被表彰者として、国に推薦を行うものです。
国は推薦される技術者を、有識者等による審査会で審査、被表彰者を
決定します。
　上野氏は、「化学プラント等向けのチタン、純ニッケル等の特殊鋼を
使用した各種産業機器製品製作及び異種材質の接合技術に卓越し、

電解銅箔製造用電着ドラムの製造や不溶性電極用架台の開発に寄与
するなど、その技術や功績が高く評
価され、認定されました。
　表彰式は、去る11月6日（月）、リー
ガロイヤルホテル東京を会場に行わ
れ、全国から表彰者や関係者が集ま
り、栄誉ある賞のお祝いが行われま
した。
　上野康秀氏には、「卓越した技能
者」の受賞を心からお祝いを申し上
げますとともに、ますますのご活躍を
ご祈念申し上げます。

事業所名 所在地
和彩処　旬
小林建工
松本工業
ナルミ図建

上越市南本町 2-14-23
上越市大貫 4-32-27
上越市春日新田 1-6-14-201
上越市大字上源入 370-13

事業所名 所在地
ＴＯＭＩＮＡ合同会社
フーディ・コネクト㈱
アイレック新潟㈱

上越市春日山町 1-23-4
上越市本町 4-1-5
上越市大字黒井字大割2789-1

新会員紹介

　１０月６日、髙橋会頭は甲府会議所にて、上越・上田・甲府の３会議所
で必勝祈願の旅「三国同盟」を締結しました。必勝祈願の旅は、平成２
６年に国の補助事業（∞プロジェクト）で上越と上田の会議所が協力し
て着地型旅行商品の開発を目指したのが始まりで、平成２８年には両地
域のバス事業者が旅行商品化を行い、会議所は必勝祈願の旅の「ブ
ランド化」を推進してきました。今回の締結により、これまで上越（上杉
謙信）と上田（真田幸村）という点と点を結んだ「線」を、甲府（武田信
玄）という点で結び「面」で観光を推進していくことが出来ます。同盟の
大きなメリットとして、必勝祈願の旅ブランドを1/3のコストで３ｗａｙで
発信することが出来ること、お互いの地域の魅力を知ったうえでそれぞ
れ紹介しあえること、広域観光交流だけでなくビジネス交流も見据えた
連携が出来ることが挙げられます。
　今後は、上越と上田から甲府へ行くモニターツアーの実施や、ホーム
ページポータルサイトとイメージパンフレットを作成するなど、2019年の
甲府開府500年と2020年の東京五輪を目指し、上越・上田・甲府で広
域連携・観光連携を推進していきます。

23



上越市提供

■
城
下
町
･
高
田
花
ロ
ー
ド
開
催

■
鉄
道
ま
つ
り

■「
第
１２
回
越
後･謙
信

　
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り
２
０
１
７
」開
催
。

　
９
万
６
０
０
０
人
が
来
場
！

　
10
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
の
3
日
間
、花
ロ
ー
ド
実
行
委

員
会
主
催・上
越
市・上
越
商
工
会
議
所・㈱
ま
ち
づ
く
り
上

越・本
町
3・4・5
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会・高
田
駅
振

興
会・高
田
駅
前
通
り
雁
木
の
会
が
共
催
、新
潟
県
上
越
地

域
振
興
局
ほ
か
後
援
に
よ
る「
城
下
町・高
田
花
ロ
ー
ド
」が

高
田
中
心
市
街
地一帯
を
エ
リ
ア
と
し
て
開
催
さ
れ
、連
休
の

3
日
間
、市
民
ら
3
万
8
千
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
今
年
で
開
催
19
年
目
と
な
っ
た
こ
の
催
物
は
、展
示
エ
リ
ア

内
に
多
く
の
市
民
の
協
力
も
あ
り
、1
0
3
点
に
も
及
ぶ
花

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
秋
の
彩
り
あ
ふ
れ
た
作
品
が
沿
道
を
飾

り
、テ
ー
マ
を「
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
花
あ
ー
と
」と
し
、作
り
手

も
お
客
様
も
の
ん
び
り
、ゆ
っ
た
り
街
歩
き
を
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
た
。

　
7
日
土
曜
日
の「
ス
ク
ー
ル
ラ
ボ
」、「
ふ
わ
り
グ
ッ
ズ
の
販

売
」、作
品
の
審
査
会
に
始
ま
り
、8
日
日
曜
日
に
は「
花
の
ま

ち
高
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」、9
日
月
曜
日
に
は
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、3
日
間
を
通
し
て「
祝
！
オ
ー
レ

ン
プ
ラ
ザ
完
成
イ
ベ
ン
ト
」や
、「
ド
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
」、「
花
カ

フェ
」が
開
催
さ
れ
、花
ロ
ー
ド
事
業
に
花
を
添
え
た
。

　
ま
た
、「
秋
の
上
越
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」も
同
時
に
花
ロ
ー

ド
期
間
中
を
超
え
て
7
日
〜
15
日
の
9
日
間
開
催
さ
れ
、訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
今
回
は
表
彰
式
は
実
施
さ
れ
ず
、受
賞
者
の
ボ
ー
ド
掲
示

に
よ
る
受
賞
作
品
の
発
表
と
な
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、次
の
と
お
り

（
敬
称
略・順
不
同
）。

２
０
１
７
　
第
１９
回
城
下
町

高
田
花
ロ
ー
ド
受
賞
者
ご
案
内

■
グ
ラ
ン
プ
リ
／

　
高
田
福
祉
会
　笛
吹
の
里
　ケ
ア
ホ
ー
ム

■
上
越
市
長
賞
／
沖
田
　
渉

■
小
林
古
径
記
念
美
術
館
館
長
賞
／

　
土
田
洋
服
店

■
上
越
商
工
会
議
所
会
頭
賞
／
栄
喜
堂

■
上
越
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
賞
／

　
の
ば
ら
の
会

■
上
越
地
域
振
興
局
局
長
賞
／

　
上
越
市
立
北
本
町
保
育
園

■
花
ロ
ー
ド
実
行
委
員
会
委
員
長
賞
／

　
㈱
英
香
園
Ｂ

■
ふ
ら
わ
ー
賞
／

　
上
越
高
等
学
校
書
道
部
、み
や
も
と
小
雪
、

　
創
彩
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア・ラ・モ
ー
ド
、は
き
も

　
の
く
ら
し
げ
、和
ダ
イ
ニ
ン
グ
藤
作
、三
井

　
企
画
株
式
会
社
、か
た
ぎ
り
、上
越
市
立
城

　
北
中
学
校
、Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、斉
藤
　シ
ズ

　
１０
月
２１
日（
土
）・２２
日（
日
）の
２
日
間
、高
田
本
町

３・４・５
丁
目
商
店
街
区
域
を
会
場
に『
越
後
･
謙
信

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
ま
つ
り
２
０
１
７
』が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
で
１２
回
目
を
迎
え
た「
越
後・謙
信
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ

ま
つ
り
」は
上
越
地
域
の
優
れ
た
地
域
資
源
で
あ
る

『
酒
文
化
』を
広
く
情
報
発
信
し
、地
酒
の
知
名
度
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
に
加
え
、市
民
を
始
め
県
内
外
の
多
く

の
皆
様
よ
り
上
越
の
地
酒
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
高
田

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の
創
出
に
繋
げ
る
事
を
目
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
上
越
市
と
妙
高
市
の
他
に
糸
魚
川
市
と
佐
渡
市
の

醸
造
元
か
ら
も
賛
同
い
た
だ
き
２３
の
蔵
元
が
お
酒
の

魅
力
を
提
供
し
た
。

　
ま
た
、市
内
の
老
舗
料
亭
や
イ
タ
リ
ア
料
理
店
及
び

メ
イ
ド
イ
ン
上
越
の
認
証
店
な
ど
も
食
の
ブ
ー
ス
に
出

店
し
、発
酵
の
ま
ち
上
越
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

　
地
酒
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
と
食
の
ブ
ー
ス
に
は
来
場
者

の
長
蛇
の
列
が
出
来
て
お
り
、２
日
目
は
台
風
の
接
近

に
よ
り
雨
の
天
候
で
あ
っ
た
が
、本
町
通
り
の
会
場
は

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
１０
月
１４
日（
土
）、

開
業
1
3
1
周
年
を

迎
え
た
直
江
津
駅
及

び
そ
の
周
辺
を
会
場

に
、「
な
お
え
つ
鉄
道

ま
つ
り
２
０
１
７（
な

お
え
つ
鉄
道
ま
つ
り

実
行
委
員
会
主
催
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、新
潟

県
鉄
道
発
祥
の
地
・

直
江
津
の
地
域
活
性

化
と
鉄
道
事
業
の
振
興
を
目
的
に
、毎
年
１０
月
に
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
、え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
に
よ
る
転
車
台
の

旋
回
乗
車
体
験
や
鉄
道
車
両
基
地
見
学
会
の
ほ
か
、

恒
例
の
さ
か
な・や
さ
い
祭
り
、沿
線
物
産
市
な
ど
の
グ

ル
メ
イ
ベ
ン
ト
、地
元
の
園
児
や
小・中
学
生
、市
民
団

体
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、鉄
道
フ

ァ
ン
や
家
族
連
れ
な
ど
２
万
１
０
０
０
人
が
来
場
し
、

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

伴走型小規模事業者支援事業
新たな販路開拓に向け食の商談会への出展を支援

●北陸新幹線沿線 長野～新潟「うまし逸品商談会」開催
　9月13日（水）、東京交通会館（東京都有楽町）において首都
圏の食品バイヤーを対象とした上越地域および長野市ならでは
の食品を売り込む商談会を開催した。
　この商談会は、国の伴走型小規模事業者支援推進事業の一
環として販路拡大を目的に上越・糸魚川・新井・長野の4地域の
商工会議所が合同で開催したもので、当所からは、米・味噌・蒲
鉾・乾燥食品等を製造･加工する事業所4社が出展した（4地域
合計15社出展）。
　当日はバイヤー等37社の来場があり、出展者は商品説明や取
引条件などについて商談を行った。

●うまいものまるごと大商談会2017東北信・上越に出展
　10月20日（金）、長野県長野地域振興局・新潟県上越地域振
興局主催の「うまいものまるごと大商談会」がビッグハット（長野
市）にて開催され、当
所から米・もち・蒲鉾
等を製造する事業
所3社が出展し、長
野地域の食品を取り
扱う企業のバイヤー
とそれぞれ商談を
行った。

●フードメッセinにいがた2017に出展
　11月8日（水）～10日（金）にかけて、朱鷺メッセ（新潟市）にて
「フードメッセinにいがた」が開催され、当所から蒲鉾を製造する
事業所1社が出展をした。3日間ともに多数の来場者があり、出
展者は自社商品の説明やPRを行った。
　当所としては、商談
会に出展した後の
フォローアップなど事
業者に寄り添った支
援を通して販路拡大
につなげられるよう
取り組んでいく。

上越創業者くらぶ例会開催
　去る9月27日(水)、アートホテル上越を会場に「上越創業者くらぶ」
の例会を開催した。
　創業者くらぶに入会していただいたメンバー26事業所(名)を代表
し、(株)北信越地域資源研究所 代表取締役　平原　匡氏、トリトレッ
ト  代表　永吉　裕絵氏、ＣＡＬＭ　ＤＡＹ代表　山田　裕貴氏、(株)
バランシングロック  代表取締役　横山　裕孝氏の4名から、ビジネス
プレゼンテーション｢自分の事業を知ってもらおう｣と題し、創業に至っ
た経緯から現在自身がどの様な事業を営んでいるのか、そして今後ど
の様に事業を発展していきたいか、など発表していただいた。
　4名の発表後、出席した創業者同士の情報の交流、マッチングに繋
げてもらうきっかけとして、発表者を中心に2グループに分かれ、集客
や販路の拡大、広告宣伝方法など現状抱えている課題に対する解決
策や、事業のコラボレートなどフリーディスカッションをおこなった。
　当日は、金融機関からも出席をいただいたが、「金融機関は資金を
借りるためだけではなく、普段の何気ない相談にも対応している」
「事業所の名前は聞いたことがあるがどんな事業をしているか始めて
知った」など、創業者をはじめ出席いただいた関係機関にとっても非
常に有意義な機会となった。
　今後もおおよそ2ヶ月に1回の
ペースで例会を開催する予定で
あり、くらぶメンバーのビジネスプ
レゼンテーションの他、上越に縁
のある創業者から講演をしてい
ただく予定である。

◇「上越創業者くらぶ」
　上越地域で創業された概ね
5年以内の方 を々対象に、直面
する様々な経営課題に対する
解決策や、効果的な情報発信
方法など、経営に必要な知識を
身につけていただくと共に、メン
バー同士の親睦/交流を深め、
メンバー間取り引きや、新たな事業展開などビジネスチャンスの創出、
事業の維持、継続に結びつけてもらうことを目的に設立。随時メン
バーを募集している。お問合せは、中小企業相談所まで。

会頭賞作品

女性会会長賞作品

グランプリ賞作品
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上越市提供
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り
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０
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。
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０
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！
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催
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催
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間
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出
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。

　
今
年
で
開
催
19
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目
と
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こ
の
催
物
は
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内
に
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く
の
市
民
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彩
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わ
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わ
り
グ
ッ
ズ
の
販

売
」、作
品
の
審
査
会
に
始
ま
り
、8
日
日
曜
日
に
は「
花
の
ま

ち
高
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
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。
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候
で
あ
っ
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が
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や
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２
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０
０
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、
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に
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伴走型小規模事業者支援事業
新たな販路開拓に向け食の商談会への出展を支援

●北陸新幹線沿線 長野～新潟「うまし逸品商談会」開催
　9月13日（水）、東京交通会館（東京都有楽町）において首都
圏の食品バイヤーを対象とした上越地域および長野市ならでは
の食品を売り込む商談会を開催した。
　この商談会は、国の伴走型小規模事業者支援推進事業の一
環として販路拡大を目的に上越・糸魚川・新井・長野の4地域の
商工会議所が合同で開催したもので、当所からは、米・味噌・蒲
鉾・乾燥食品等を製造･加工する事業所4社が出展した（4地域
合計15社出展）。
　当日はバイヤー等37社の来場があり、出展者は商品説明や取
引条件などについて商談を行った。

●うまいものまるごと大商談会2017東北信・上越に出展
　10月20日（金）、長野県長野地域振興局・新潟県上越地域振
興局主催の「うまいものまるごと大商談会」がビッグハット（長野
市）にて開催され、当
所から米・もち・蒲鉾
等を製造する事業
所3社が出展し、長
野地域の食品を取り
扱う企業のバイヤー
とそれぞれ商談を
行った。

●フードメッセinにいがた2017に出展
　11月8日（水）～10日（金）にかけて、朱鷺メッセ（新潟市）にて
「フードメッセinにいがた」が開催され、当所から蒲鉾を製造する
事業所1社が出展をした。3日間ともに多数の来場者があり、出
展者は自社商品の説明やPRを行った。
　当所としては、商談
会に出展した後の
フォローアップなど事
業者に寄り添った支
援を通して販路拡大
につなげられるよう
取り組んでいく。

上越創業者くらぶ例会開催
　去る9月27日(水)、アートホテル上越を会場に「上越創業者くらぶ」
の例会を開催した。
　創業者くらぶに入会していただいたメンバー26事業所(名)を代表
し、(株)北信越地域資源研究所 代表取締役　平原　匡氏、トリトレッ
ト  代表　永吉　裕絵氏、ＣＡＬＭ　ＤＡＹ代表　山田　裕貴氏、(株)
バランシングロック  代表取締役　横山　裕孝氏の4名から、ビジネス
プレゼンテーション｢自分の事業を知ってもらおう｣と題し、創業に至っ
た経緯から現在自身がどの様な事業を営んでいるのか、そして今後ど
の様に事業を発展していきたいか、など発表していただいた。
　4名の発表後、出席した創業者同士の情報の交流、マッチングに繋
げてもらうきっかけとして、発表者を中心に2グループに分かれ、集客
や販路の拡大、広告宣伝方法など現状抱えている課題に対する解決
策や、事業のコラボレートなどフリーディスカッションをおこなった。
　当日は、金融機関からも出席をいただいたが、「金融機関は資金を
借りるためだけではなく、普段の何気ない相談にも対応している」
「事業所の名前は聞いたことがあるがどんな事業をしているか始めて
知った」など、創業者をはじめ出席いただいた関係機関にとっても非
常に有意義な機会となった。
　今後もおおよそ2ヶ月に1回の
ペースで例会を開催する予定で
あり、くらぶメンバーのビジネスプ
レゼンテーションの他、上越に縁
のある創業者から講演をしてい
ただく予定である。

◇「上越創業者くらぶ」
　上越地域で創業された概ね
5年以内の方 を々対象に、直面
する様々な経営課題に対する
解決策や、効果的な情報発信
方法など、経営に必要な知識を
身につけていただくと共に、メン
バー同士の親睦/交流を深め、
メンバー間取り引きや、新たな事業展開などビジネスチャンスの創出、
事業の維持、継続に結びつけてもらうことを目的に設立。随時メン
バーを募集している。お問合せは、中小企業相談所まで。
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■調査期間／平成29年10月6日～24日
■調査方法／郵送による調査用紙の配布、FAX・郵送による回収
■調査対象／会員企業中700社
■回 答 数／208件（回収率29.7％）

●建設業は、総合工事業と設備工事業の事業所で改善したとする回答が多かった。
●製造業は、生コン、電気電子、機械加工の事業所で改善したとする回答が多かったが、食料品、印刷等消費財型の事業所で悪化とした回答が多く、全体として悪化した。
　要因としては販路取引の影響で悪化したと回答する事務所が多かった。
●卸売業は、建設材料の事業所で改善が多かったが、飲料・食料品の事業所で悪化の回答が多く、全体として悪化した。
●小売業は、増加した事業所が少なく、衣料品、文房具、飲料・食料品の事業者で悪化が多くマイナス幅が広がった。要因としては、民間需要の影響で悪化と回答し
　た事業所が多かった。
●サービス業は、専門サービス業の事業所で改善が多く、飲食業と運輸業の事業所で悪化が多く、全体として横ばいとなった。悪化と回答した要因の中で、天候と
　民間需要と回答した事業所があった。

会員景況調査結果報告
（平成29年7月～9月実績／平成29年10月～12月見通し）

全体では、売上DI値は6.8ポイントの悪化となった。建設業は10.4ポイント改善し、サービス業では横ばいとなった。製
造業は10.6ポイント、卸売業は8.3ポイント悪化し、特に小売業は36.9ポイント悪化し、全体の平均値を下げている。業種別売上

DIの推移

業種別雇用・
求人状況DI
の推移

業種別
資金繰り
DIの推移

業種別採算
（利益ベース）
DIの推移

●建設業と製造業は、売上DI値と採算DI値がほぼ横ばいでの推移により、資金繰りDI値も横ばいとなった。
●卸売業は、売上DI値の悪化により、資金繰りDI値も悪化した。 
●小売業は、売上DI値と採算DI値の悪化により、資金繰りも大幅に悪化した。
●サービス業は、民間需要の影響で資金繰りDI値は悪化した。

全体で8.2ポイントの悪化であった。建設業は、0.1ポイント、製造業も1.3ポイントの若干の改善となった。卸売
業は、17.2ポイント、サービス業は20.1ポイントの悪化であり、小売業は42.2ポイントの大幅な悪化となった。

●建設業は、販路取引先の影響による売上DI値の改善で、採算DI値も1.9ポイントの若干の改善となった。
●製造業は、売上単価と販路取引先の影響で、DI値2.0ポイントの若干の悪化となった。
●卸売業は、官公需要の影響による売上DI値の改善により、採算DI値も13.6ポイント改善した。
●小売業は、民間需要による売上DI値の大幅な悪化により、採算DI値も38.2ポイントの大幅な悪化となった。
●サービス業は、販路取引の影響により採算DI値が0.9ポイントの若干の改善となった。

採算DI値も、全体で2.8ポイント悪化した。建設業で1.9ポイント、卸売業で13.6ポイント、サービス業で0.9
ポイント改善したが、製造業で2.0ポイントの若干悪化であり、小売業は38.2ポイントの大幅な悪化となった。

●建設業は、依然として高い値で推移している。
　（ハローワークの求人倍率は、９月 1.42倍　８月 1.41倍　７月 1.33倍）

全体では1年ぶりに下降した。8.4ポイントの下降となったが、DI値はプラス領域の29.4ポイントといまだ高
い値である。小売業では 6.3ポイント、サービス業では 0.9ポイントの若干の上昇であった。建設業は11.4
ポイント、製造業は13.0ポイント、卸売業は13.1ポイントの下降となったが、依然としてプラス領域である。
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■調査期間／平成29年10月6日～24日
■調査方法／郵送による調査用紙の配布、FAX・郵送による回収
■調査対象／会員企業中700社
■回 答 数／208件（回収率29.7％）

●建設業は、総合工事業と設備工事業の事業所で改善したとする回答が多かった。
●製造業は、生コン、電気電子、機械加工の事業所で改善したとする回答が多かったが、食料品、印刷等消費財型の事業所で悪化とした回答が多く、全体として悪化した。
　要因としては販路取引の影響で悪化したと回答する事務所が多かった。
●卸売業は、建設材料の事業所で改善が多かったが、飲料・食料品の事業所で悪化の回答が多く、全体として悪化した。
●小売業は、増加した事業所が少なく、衣料品、文房具、飲料・食料品の事業者で悪化が多くマイナス幅が広がった。要因としては、民間需要の影響で悪化と回答し
　た事業所が多かった。
●サービス業は、専門サービス業の事業所で改善が多く、飲食業と運輸業の事業所で悪化が多く、全体として横ばいとなった。悪化と回答した要因の中で、天候と
　民間需要と回答した事業所があった。

会員景況調査結果報告
（平成29年7月～9月実績／平成29年10月～12月見通し）

全体では、売上DI値は6.8ポイントの悪化となった。建設業は10.4ポイント改善し、サービス業では横ばいとなった。製
造業は10.6ポイント、卸売業は8.3ポイント悪化し、特に小売業は36.9ポイント悪化し、全体の平均値を下げている。業種別売上

DIの推移

業種別雇用・
求人状況DI
の推移

業種別
資金繰り
DIの推移

業種別採算
（利益ベース）
DIの推移

●建設業と製造業は、売上DI値と採算DI値がほぼ横ばいでの推移により、資金繰りDI値も横ばいとなった。
●卸売業は、売上DI値の悪化により、資金繰りDI値も悪化した。 
●小売業は、売上DI値と採算DI値の悪化により、資金繰りも大幅に悪化した。
●サービス業は、民間需要の影響で資金繰りDI値は悪化した。

全体で8.2ポイントの悪化であった。建設業は、0.1ポイント、製造業も1.3ポイントの若干の改善となった。卸売
業は、17.2ポイント、サービス業は20.1ポイントの悪化であり、小売業は42.2ポイントの大幅な悪化となった。

●建設業は、販路取引先の影響による売上DI値の改善で、採算DI値も1.9ポイントの若干の改善となった。
●製造業は、売上単価と販路取引先の影響で、DI値2.0ポイントの若干の悪化となった。
●卸売業は、官公需要の影響による売上DI値の改善により、採算DI値も13.6ポイント改善した。
●小売業は、民間需要による売上DI値の大幅な悪化により、採算DI値も38.2ポイントの大幅な悪化となった。
●サービス業は、販路取引の影響により採算DI値が0.9ポイントの若干の改善となった。

採算DI値も、全体で2.8ポイント悪化した。建設業で1.9ポイント、卸売業で13.6ポイント、サービス業で0.9
ポイント改善したが、製造業で2.0ポイントの若干悪化であり、小売業は38.2ポイントの大幅な悪化となった。

●建設業は、依然として高い値で推移している。
　（ハローワークの求人倍率は、９月 1.42倍　８月 1.41倍　７月 1.33倍）

全体では1年ぶりに下降した。8.4ポイントの下降となったが、DI値はプラス領域の29.4ポイントといまだ高
い値である。小売業では 6.3ポイント、サービス業では 0.9ポイントの若干の上昇であった。建設業は11.4
ポイント、製造業は13.0ポイント、卸売業は13.1ポイントの下降となったが、依然としてプラス領域である。
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10.0

0.0

全　体
建設業
製造業
卸売業
小売業
サービス業

▲20.5
▲4.0
▲21.6
▲28.5
▲41.9
▲18.5

▲10.9
▲11.1
5.3

▲7.7
▲16.7
▲22.0

0.6
1.9
9.7
15.0

▲29.5
▲1.8

▲9.2
▲20.8
22.9
▲3.5
0.0

▲29.2

▲22.6
▲20.4
12.2

▲46.2
▲47.5
▲17.0

▲31.2
▲32.0
▲5.8
▲45.0
▲26.1
▲44.0

▲33.5
▲28.8
▲9.1
▲40.9
▲57.7
▲39.2

▲23.0
▲31.1
0.0

▲30.0
▲15.0
▲28.9

▲27.2
▲48.5
▲25.8
▲45.4
▲8.3
▲12.6

▲40.0

▲20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

25.4～6 25.7～9 25.10～12 26.1～3 27.4～627.1～326.10～1226.7～926.4～6 27.7～9
▲13.2
▲18.6
▲14.3
5.0

▲13.5
▲12.8

27.10～12
▲13.0
▲20.8
▲5.1
0.0
▲8.6
▲16.2

28.1～3
▲14.1
▲27.0
▲5.1
0.0
▲8.6
▲16.2

28.4～6
▲17.7
▲21.1
▲9.1
4.0

▲34.3
▲18.3

28.7～9
29.5
61.8
22.5
33.4
▲28.6
28.9

28.10～12
30.3
63.8
21.6
10.0
0.0
24.6

29.1～3
31.0
59.4
24.4
15.4
▲30.0
32.3

29.4～6
37.8
72.4
25.7
41.7
▲10.0
25.0

29.7～9
29.4
61.0
12.7
28.8
▲3.7
25.9

全　体
建設業
製造業
卸売業
小売業
サービス業

▲14.5
▲23.4
▲8.6
▲18.2
0.0

▲15.5

9.5
36.0
▲13.5
7.71
3.2
5.6

20.3
61.1
▲7.9
15.4
▲20.8
20.0

17.5
37.7
19.3
▲5.0
▲5.9
12.5

8.2
33.9
11.4
17.2
▲31.0
▲4.2

7.4
30.6
▲3.0
23.1
▲27.5
6.8

20.5
39.6
5.9
20.0
▲17.4
28.0

17.3
39.0
6.1
9.1

▲11.6
17.7

17.0
29.3
10.4
▲5.0
20.0
13.2
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私
ど
も
の
代
表
仲
林
誠
一
税
理
士
は
、
税
務
署
に
４２
年
間

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
、
現
在
の
事
務
所
所
在
地
で
あ

る
春
日
野
１
丁
目
へ
移
転
を
し
、
こ
れ
を
機
に
一
層
業
務
の
充

実
を
図
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
納
税
者
の
み
な
さ
ま
の
権
利
を
守
る
税
理
士
事
務
所
」
と
し

て
、
上
越
市
内
は
も
と
よ
り
、
新
潟
市
、
新
発
田
市
に
も
顧
問
先
を

持
ち
、
新
潟
県
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
様
で
は
、
新

潟
県
保
険
医
会
の
開
業
医
、
医
療
法
人
等
の
業
務
実
績
が
多
数
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
様
で
は
最
近
、
「
消
費
税
を
納
め
ら
れ
な
い

よ
ぉ
ー
…
ど
う
し
た
ら
良
い
か
教
え
て
！
」
と
い
う
お
客
様
か
ら
の

ご
相
談
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
納
税
の
た
め
に
、
定
積
な
ど

の
資
金
準
備
を
し
て
い
る
お
客
様
は
そ
う
多
く
は
い
な
い
の
で
は
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
特
に
こ
の
様
な
消
費
税
に
関
す
る
お
悩
み
相
談

に
は
、
実
績
を

持
っ
て
い
る
と

自
負
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
長
年
の
経
験

に
基
づ
く
知
識

に
よ
り
、
法
人

税
・
所
得
税
・
相
続
税
か
ら
、
中

小
零
細
企
業
の
経
営
を
含
め
て
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
問
合
せ
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

代

　表

　仲
林
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一
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海鮮ろばた 船栄高田店

　
海
鮮
ろ
ば
た
船
栄
高
田
店
は
、
こ
こ
上
越
市
に
出
店
し
て
か
ら
三

十
年
目
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
社
は
長
岡
市
で
は
あ

り
ま
す
が
上
越
を
愛
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
地
域
に
根
ざ
し
た

店
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
船
栄
を
選
ん
で
く
だ
さ
る
理
由
の
一
つ
は
、
新
鮮
な
刺

身
料
理
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
筒
石
・
能
生
・
浦
本
漁
港
を
中

心
に
、
そ
の
日
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
度
の
良
い
も
の
を
盛
り
合
わ
せ
に

し
た
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
磯
盛
り
」
と
い
う
刺
身
盛
り
合
わ
せ

に
し
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
鮮
度
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
こ
だ
わ
っ
た

自
慢
の
一
品
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
創
業
か
ら
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
で
愛
さ
れ
続
け
る

「
名
物
手
造
り
つ
く
ね
」
、
ふ
わ
ふ
わ
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
仕
立
て
の

「
釜
揚
げ
玉
子
焼
き
」
な
ど
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
上
越
市
の
皆
様
の
出
会
い
や
別
れ
、
大
切
な
方
と
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

店

　長

　二
宮

　浩
太

磯盛り

釜揚げ玉子焼き

　
去
る
１０
月
２４
日
、相
続
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。（
会
員
企
業
１６
社
２０
名
参
加
）

　
長
年
に
わ
た
り
苦
労
し
て
築
き
上
げ
た
財
産

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
問
題
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、ま
ず

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、『
財
産
の
把
握

と
そ
の（
相
続
税
法
上
の
）評
価
』で
あ
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、相
続
対
策
を
始
め
る
基
礎

と
な
る『
財
産
把
握
と
評
価
の
仕
方
』と
そ
れ
を

踏
ま
え
た
相
続
税
の
軽
減
対
策
に
結
び
つ
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

  

講
師
に
、渡
辺
佐
千
雄
税
理
士
事
務
所 

所
長

の
渡
辺
佐
千
雄
氏
、八
田
賢
司
司
法
書
士
事
務

所 

所
長 

八
田
賢
司
氏
を
招
き
、事
例
な
ど
を

交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
い
た
。

フォトレ ポート
相
続
対
策
セ
ミ
ナ
ー

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

４
部
会

（
輸
送
業・総
合
工
事・職
別
工
事・設
備
工
事
）

合
同
視
察
見
学
会

　
去
る
１０
月
１８
日（
水
）、輸
送
業
部
会
を
は
じ

め
総
合
工
事
業・職
別
工
事
業・設
備
工
事
業

部
会
で
は
、東
日
本
高
速
道
路
㈱
新
潟
支
社
信

越
工
事
事
務
所
様
の
協
力
の
も
と
、上
信
越
自

動
車
道（
信
濃
町
〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）４
車
線
化
事

業
の「
あ
ら
い
高
架
橋
」「
天
神
堂
ト
ン
ネ
ル
」

「
鮫
ヶ
尾
ト
ン
ネ
ル
」の
工
事
進
捗
状
況
を
視
察

し
、そ
の
後
、事
業
概
要
説
明
を
受
け
た
。

　
通
常
立
ち
入
る
こ

と
が
出
来
な
い
現
場

を
視
察
さ
せ
て
頂

き
、大
変
、有
意
義
な

見
学
に
な
り
ま
し
た
。

常
議
員・参
与・正
副
部
会
長

合
同
研
修
会
開
催

　
当
所
常
議
員・参
与・正
副
部
会
長
合
同
で
の

研
修
会
で
、去
る
１１
月
２
日（
木
）に
ロッ
テ
ア
ラ

イ
リ
ゾ
ー
ト
を
運
営
す
る
㈱
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ

ゾ
ー
ト
上
越
妙
高
の
代
表
取
締
役
亀
田
修
造

氏
を
講
師
に
迎
え「
ロッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
の

現
況
と
目
指
す
も
の
」と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
た
。

　
髙
橋
会
頭
を
は
じ
め
約
９０
名
の
方
よ
り
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
の
現
況
と
し
て
は
、

１０
月
末
時
点
で
施
設
等
含
め
ほ
ぼ
工
事
が
順
調

に
進
み
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
、ま
た
、雇

用
面
で
は
ま
だ
不
足
部
署
は
あ
る
が
目
処
が
つ

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　
今
後
は
、人
が
来
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、施

設
内
で
は
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
準
備
し
、

外
国
人
旅
行
客
に
つ
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

以
外
旅
行
会
社
を
通
し
て
誘
客
を
図
る
。

　
そ
し
て
、ロッ
テ
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用

し
、地
域
間
連
携
と
し
て
観
光
資
源
の
活
用
、特

産
品
な
ど
付
加
価
値
を
付
け
、工
夫
を
す
れ
ば

活
性
化
す
る
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、講
師
を
囲
ん
で
交
流
会
を
行
っ
た
。

　
当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
に
よ
る「
Ｉｏ

Ｔ
の
身
近
な
活
用
事
例 
中
小
企
業
も
注
目
す
べ

き
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
題
し
て
、イ
ー
ン

ス
パ
イ
ア
㈱
代
表
取
締
役
の
横
田
秀
珠
氏
を
講

師
に
、当
所
2
Ｆ
中
会
議
室
に
て
10
名
の
受
講

者
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
様
々
な
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
、情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、相
互
に
制
御

す
る
仕
組
み
と
し
て
、各
種
セ
ン
サ
ー
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
、モ
ニ
タ
ー
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
経
営
の
業
務
や
、製

品・サ
ー
ビ
ス
が
我
々
の
快
適
な
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
近
い
将
来
に
お
い
て
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
既
に
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
ス
マ
ホ
も
そ
の一

部
で
あ
る
事
例
や
、今
後
の
Ｉｏ
Ｔ
が
も
た
ら
す

影
響
を
先
取
す
る
形
で
、1
0
0
近
く
の
身
近

な
活
用
例

を
実
演
や

動
画
を
盛

り
込
ん
で
紹

介
し
た
、わ

か
り
や
す
い

セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。
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私
ど
も
の
代
表
仲
林
誠
一
税
理
士
は
、
税
務
署
に
４２
年
間

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
、
現
在
の
事
務
所
所
在
地
で
あ

る
春
日
野
１
丁
目
へ
移
転
を
し
、
こ
れ
を
機
に
一
層
業
務
の
充

実
を
図
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
納
税
者
の
み
な
さ
ま
の
権
利
を
守
る
税
理
士
事
務
所
」
と
し

て
、
上
越
市
内
は
も
と
よ
り
、
新
潟
市
、
新
発
田
市
に
も
顧
問
先
を

持
ち
、
新
潟
県
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
様
で
は
、
新

潟
県
保
険
医
会
の
開
業
医
、
医
療
法
人
等
の
業
務
実
績
が
多
数
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
様
で
は
最
近
、
「
消
費
税
を
納
め
ら
れ
な
い

よ
ぉ
ー
…
ど
う
し
た
ら
良
い
か
教
え
て
！
」
と
い
う
お
客
様
か
ら
の

ご
相
談
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
消
費
税
納
税
の
た
め
に
、
定
積
な
ど

の
資
金
準
備
を
し
て
い
る
お
客
様
は
そ
う
多
く
は
い
な
い
の
で
は
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
特
に
こ
の
様
な
消
費
税
に
関
す
る
お
悩
み
相
談

に
は
、
実
績
を

持
っ
て
い
る
と

自
負
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
長
年
の
経
験

に
基
づ
く
知
識

に
よ
り
、
法
人

税
・
所
得
税
・
相
続
税
か
ら
、
中

小
零
細
企
業
の
経
営
を
含
め
て
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
問
合
せ
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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海鮮ろばた 船栄高田店

　
海
鮮
ろ
ば
た
船
栄
高
田
店
は
、
こ
こ
上
越
市
に
出
店
し
て
か
ら
三

十
年
目
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
社
は
長
岡
市
で
は
あ

り
ま
す
が
上
越
を
愛
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
地
域
に
根
ざ
し
た

店
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
船
栄
を
選
ん
で
く
だ
さ
る
理
由
の
一
つ
は
、
新
鮮
な
刺

身
料
理
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
筒
石
・
能
生
・
浦
本
漁
港
を
中

心
に
、
そ
の
日
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
度
の
良
い
も
の
を
盛
り
合
わ
せ
に

し
た
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
磯
盛
り
」
と
い
う
刺
身
盛
り
合
わ
せ

に
し
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
鮮
度
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
こ
だ
わ
っ
た

自
慢
の
一
品
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
創
業
か
ら
変
わ
ら
ぬ
お
い
し
さ
で
愛
さ
れ
続
け
る

「
名
物
手
造
り
つ
く
ね
」
、
ふ
わ
ふ
わ
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
仕
立
て
の

「
釜
揚
げ
玉
子
焼
き
」
な
ど
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
上
越
市
の
皆
様
の
出
会
い
や
別
れ
、
大
切
な
方
と
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

店

　長

　二
宮

　浩
太

磯盛り

釜揚げ玉子焼き

　
去
る
１０
月
２４
日
、相
続
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。（
会
員
企
業
１６
社
２０
名
参
加
）

　
長
年
に
わ
た
り
苦
労
し
て
築
き
上
げ
た
財
産

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
問
題
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、ま
ず

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、『
財
産
の
把
握

と
そ
の（
相
続
税
法
上
の
）評
価
』で
あ
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、相
続
対
策
を
始
め
る
基
礎

と
な
る『
財
産
把
握
と
評
価
の
仕
方
』と
そ
れ
を

踏
ま
え
た
相
続
税
の
軽
減
対
策
に
結
び
つ
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

  

講
師
に
、渡
辺
佐
千
雄
税
理
士
事
務
所 

所
長

の
渡
辺
佐
千
雄
氏
、八
田
賢
司
司
法
書
士
事
務

所 

所
長 

八
田
賢
司
氏
を
招
き
、事
例
な
ど
を

交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
い
た
。

フォトレ ポート
相
続
対
策
セ
ミ
ナ
ー

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

４
部
会

（
輸
送
業・総
合
工
事・職
別
工
事・設
備
工
事
）

合
同
視
察
見
学
会

　
去
る
１０
月
１８
日（
水
）、輸
送
業
部
会
を
は
じ

め
総
合
工
事
業・職
別
工
事
業・設
備
工
事
業

部
会
で
は
、東
日
本
高
速
道
路
㈱
新
潟
支
社
信

越
工
事
事
務
所
様
の
協
力
の
も
と
、上
信
越
自

動
車
道（
信
濃
町
〜
上
越
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）４
車
線
化
事

業
の「
あ
ら
い
高
架
橋
」「
天
神
堂
ト
ン
ネ
ル
」

「
鮫
ヶ
尾
ト
ン
ネ
ル
」の
工
事
進
捗
状
況
を
視
察

し
、そ
の
後
、事
業
概
要
説
明
を
受
け
た
。

　
通
常
立
ち
入
る
こ

と
が
出
来
な
い
現
場

を
視
察
さ
せ
て
頂

き
、大
変
、有
意
義
な

見
学
に
な
り
ま
し
た
。

常
議
員・参
与・正
副
部
会
長

合
同
研
修
会
開
催

　
当
所
常
議
員・参
与・正
副
部
会
長
合
同
で
の

研
修
会
で
、去
る
１１
月
２
日（
木
）に
ロッ
テ
ア
ラ

イ
リ
ゾ
ー
ト
を
運
営
す
る
㈱
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ

ゾ
ー
ト
上
越
妙
高
の
代
表
取
締
役
亀
田
修
造

氏
を
講
師
に
迎
え「
ロッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
の

現
況
と
目
指
す
も
の
」と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
た
。

　
髙
橋
会
頭
を
は
じ
め
約
９０
名
の
方
よ
り
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
の
現
況
と
し
て
は
、

１０
月
末
時
点
で
施
設
等
含
め
ほ
ぼ
工
事
が
順
調

に
進
み
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
、ま
た
、雇

用
面
で
は
ま
だ
不
足
部
署
は
あ
る
が
目
処
が
つ

い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　
今
後
は
、人
が
来
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、施

設
内
で
は
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
準
備
し
、

外
国
人
旅
行
客
に
つ
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

以
外
旅
行
会
社
を
通
し
て
誘
客
を
図
る
。

　
そ
し
て
、ロッ
テ
グ
ル
ー
プ
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用

し
、地
域
間
連
携
と
し
て
観
光
資
源
の
活
用
、特

産
品
な
ど
付
加
価
値
を
付
け
、工
夫
を
す
れ
ば

活
性
化
す
る
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、講
師
を
囲
ん
で
交
流
会
を
行
っ
た
。

　
当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
に
よ
る「
Ｉｏ

Ｔ
の
身
近
な
活
用
事
例 

中
小
企
業
も
注
目
す
べ

き
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
題
し
て
、イ
ー
ン

ス
パ
イ
ア
㈱
代
表
取
締
役
の
横
田
秀
珠
氏
を
講

師
に
、当
所
2
Ｆ
中
会
議
室
に
て
10
名
の
受
講

者
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
様
々
な
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
、情
報
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、相
互
に
制
御

す
る
仕
組
み
と
し
て
、各
種
セ
ン
サ
ー
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
、モ
ニ
タ
ー
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
経
営
の
業
務
や
、製

品・サ
ー
ビ
ス
が
我
々
の
快
適
な
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
近
い
将
来
に
お
い
て
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
既
に
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
ス
マ
ホ
も
そ
の一

部
で
あ
る
事
例
や
、今
後
の
Ｉｏ
Ｔ
が
も
た
ら
す

影
響
を
先
取
す
る
形
で
、1
0
0
近
く
の
身
近

な
活
用
例

を
実
演
や

動
画
を
盛

り
込
ん
で
紹

介
し
た
、わ

か
り
や
す
い

セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポートしています。 新潟　信用保証 検　索

上越支店／上越市新光町１丁目10番20号
（上越商工会館内） ☎025（523）7225新潟県信用保証協会

中小企業とともに歩む身近なパートナー

小規模企業者専用のカードローン

ｍｉｎｉカード 創業者枠100万円

一般枠３００万円

No.14-A 上越商工会議所
5.5cm×17.0cm

　少子高齢化の進行による労働力人口の減少が見込ま
れる中、県内経済の成長と発展の基盤を固めて行くため
には、経済情勢の改善が続いているこの時期に、非正規
雇用労働者の希望や意欲・能力に応じた正社員転換・待
遇改善を強力に推し進めて行くことが必要です。
 平成29年9月7日に行われた新潟県働き方改革推進会
議において、政労使の連携をより一層緊密なものにするた
め、「新潟県働き方改革行動宣言」が採択され、非正規雇
用労働者の処遇等の改善が盛り込まれました。
　このため、新潟労働局では、10月及び11月を「正規社
員転換・待遇改善キャンペーン」とし、左記の取組みを周
知するよう要請がありました。
1．非正規雇用労働者のより安定した雇用を実現するため
に、「労働契約に期間の定めがない」、「所定労働時間

がフルタイム」及び「直接雇用」という要素を満たす「正
社員」へ転換を進めていただきたいこと。
2．キャリアアップ助成金活用による有期労働契約者等の
正規社員転換、「多様な正社員制度」導入、人材育成
や処遇改善の促進を図っていただきたいこと。

3．自らワーク・ライフ・バランス等の観点から非正規雇用で
働くことを選択する方についても、希望や意欲・能力に
応じて賃金、教育訓練、福利厚生等の面で待遇の改善
を進めていただきたいこと。
※キャリアアップ助成金の問い合わせ先
ハローワーク上越　【523-6121】
上越商工会議所ジョブカードサポートセンター　　　　　
【525-1185】

　平成19年10月に施行された雇用対策法（第10条）によ
り、労働者の募集及び採用において、原則として年齢制限
を設けることが禁止されております。
　平成29年8月において、公共職業安定所における年齢
不問求人の割合が約九割となるなど、本法に対する理解
が浸透しておりますが、一方で求人段階では不問としつつ
も、実際の面接等選考の際に年齢を理由とした不採用が

発生するなど、法に反する事例が未だ散見されるというこ
とです。
　本年10月が法施行から10年の節目となることから、改
めて法の趣旨を周知するよう上越公共職業安定所より要
請がありました。
　詳しくは、厚生労働省・新潟県労働局のホームページを
ご確認ください。

　2017年（平成29年）5月26日、「民法の一部を改正する
法律」が参議院で可決・成立し、同6月2日に公布されまし
た。施行日は、原則として公布日から起算して3年を超えな
い範囲において政令で定める日となります。
　同法は制定以来、約120年を経過することから、「現代
の社会情勢に即し、且つ国民一般にわかりやすいもの」と
するために改定されたものです。
　民法は、私たちの生活や事業活動における、最も基本的
なルールを定めた法律となり、売買や賃貸・保証・担保の設

定など、各種財産の取扱いや取引行為など、様 に々規律し
た法律です。特に今回の改正は、民法のうち債権に関する
定め（いわゆる債権法）の見直しが重点となり、経済や社
会情勢の変化に対応した規程の新設や、これまでの判例
や法解釈によって定着してきたルールの明文化などが行わ
れております。
　このため、日商では中小・小規模企業に対する影響が大
きいと思われる内容をコンパクトにまとめた冊子「取引はど
うなる？」を作成しました。詳細は当所にお問い合わせを！

～労働者の募集及び採用における年齢制限の
禁止の周知徹底に関する要請について～

～非正規雇用労働者の正社員転換・
待遇改善に向けた取組みに関する要請について～

民法改正のお知らせ‼

新潟支社　上越営業所　〒943-0804 上越市新光町1-10-20　上越商工会議所２F　TEL 025-525-9738　
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アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度
でサポートしています。

◎女性会便り
◎青年部便り、必勝祈願・三国同盟
◎城下町・高田花ロード開催
◎なおえつ鉄道まつり2017開催
◎謙信SAKEまつり開催
◎うまし逸品商談会、創業者くらぶ

明治時代に建築された町家「旧小妻屋」を再生・活用した施設です。 高田の町家の特徴であ
る吹抜けや土蔵を見学できます。入館や内部見学は無料ですので、城下町高田のまちなか散
策の休憩・案内所としてご利用ください（催事によって、一部見学できない場合がありますので
ご了承ください）。　※上越観光コンベンション協会HPより抜粋

《高田小町》まちかどスケッチ

雁木は、おもに冬季の通路を確保するために家屋の一部やひさしなどを延長したもので、豪雪
地の生活の知恵といえます。市内に現存する雁木の総延長は16kmに及び、日本一となって
います。映画「ふみ子の海」のロケ地としても使われました。
※上越観光コンベンション協会HPより抜粋

《雁木通り》まちかどスケッチ
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